ラガドーン･タバーン役員規約　第一版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年4月発効

１ 総則

1.1 適用範囲

ラガドーン・タバーン会員。

1.2 会員の定義

　以下の条件をともに満たす者をラガドーン・タバーンの会員とみなす。（１４条を参照）

· ラガドーン・タバーンの一員として参加の意思を持つ者。

· 会員としての義務を果たす者。

以下の場合、会員はその資格を失う。

· 前年度の会費を支払っておらず、会計の連絡にも応じない場合。

· 本人が脱会の意思を表明した場合。

　なお、会員名簿はラガドーン・タバーンの総務担当者が管理し、実務上はその名簿に記載されている者をラガドーン・タバーン会員として扱う。（4.1を参照）

1.3 公式活動

以下の活動を、ラガドーン・タバーン公式活動とし、その管理を執行部の義務とする。なお、「執行部」の定義については２条に定める。

· 定例集会（原則として前・後期中の週に一度）

· 新入生歓迎活動

· GM強化合宿

· サークルとして公式に行う飲み会（新歓コンパ、追い出しコンパ、忘年会）

また、以下の活動もラガドーン・タバーン公式活動とするが、実際に行うかどうかは、各年度における執行部の判断による。

· 名大祭への参加

実際の活動における各役職の役割分担は、第２条に記す。

1.4 規約の発効及び有効期限

当規約は、2008年4月1日より発効し、別に定める方法に従って無効と定められるまでの間、効力を発揮する。

1.5 規約の内容改定および失効

　当規約は、会員からの動議に基づき、会員総会（すべての会員にその開催が通知され、少なくとも執行部の全員が参加することを成立の要件とする）を経て、会長の承認を得た場合、改訂または失効させることができる。

２　役職に関する総則

　本条では、ラガドーン・タバーンの役職についての規則を定める。役職ごとの役割については３条以降で詳述する。なお、すべての役職は兼任が可能である。

　すべての役職担当者は、ラガドーン・タバーンの会員に対し、その役職の業務を円滑に遂行するための協力を要請することができる。ここでいう協力とは、単に労働力の提供だけでなく、精神的な援助やその他無形のものも含む。

この要請に対し、会員は真摯に応えなくてはならない。（14.4も参照）

2.1  執行部

以下に定める役職担当者を、ラガドーン・タバーンの執行部員とする。なお、この表における表記順は、欠員がでた場合の継承順位(2.1.3)も示している。

· 会長

· 総務

· 会計

· 若年寄

· 編集長

· 書記

· 文化サークル連盟委員

· 新勧担当

· Web担当

2.1.1 執行部が共通して負う義務

執行部員は、自身の役職に関わる資料を管理し、保存する義務がある。これらの資料は、役職者交代の際に必要に応じて引き継ぐ。

また、当役職規約において、執行部が行うと定められている業務がある場合、自身の役職業務に加えてそれらの業務も行わなくてはならない。

2.1.2 執行部員の任命・罷免

　年度の変わり目に執行部員を更新する場合、旧執行部による協議および指名と本人の同意を必要とする。それ以外の場合における執行部員の任命は、現執行部による協議および会長の決定と本人の同意を必要とする。執行部員の罷免は、執行部による協議および会長の決定によって行う。

　執行部員の交代が決定したとき、その役職の旧担当者は、すみやかに新任への引き継ぎを行わなくてはならない。

　なお、任期途中における、本人の意思によらない会長の罷免（リコール）は、別に定める特別な方法によって行う。（3.1を参照）

2.1.3 継承順位

執行部員のいずれかが一時的に業務遂行不可能な状態にあり、代理の指名がなされていない場合、または執行部役職のいずれかが欠員となり、後任が決定されていない場合、2.1において定めた継承順位に基づき、業務遂行可能な執行部員のうちでもっとも高位にある者が自動的に欠員の代理となる。この定めに従って代理に就任した者が、さらに2.5.1の規定に基づいて代理を指名することも可能である。

2.2 執行部外の役職

　執行部以外に、以下の役職を定める。以下の役職は、ラガドーン・タバーンの正式役職であるが、執行部の役職ではないため、2.1は適用されない。

· 部屋取り

· 倉庫管理担当者

· 補佐(2.5.2の定めによる)

2.3 名大祭実行委員会

名大祭に参加する場合、会長は、執行部の協議を経て、「名大祭実行委員会」を組織する。委員会は、名大祭のために必要であると会長が考えるいくつかの役職で構成され、名大祭に向けてラガドーン・タバーン全体を指揮する役割を負う。詳細な権限、役職名、メンバー等はその年度の便宜に応じて会長が定める。このとき、会長は、ただ委員長のみを指名し、他のメンバーを指名し委員会を組織する権限をこれに委譲してもよい。

　名大祭実行委員会のメンバーは、ラガドーン・タバーン執行部のメンバーと一致していてもかまわない。また、実行委員会のメンバーは執行部員ではないが、会長または委員会における上位役職者に対して報告の義務を負う（2.4を参照）。

2.4 報告

2.4.1　報告の義務

役職員（執行部の内外をとわず）は、会長から明示的に「報告不要である」と告げられた場合を除き、自分が執行部員として担当しているすべての業務とそれに付随して発生した問題について、会長に報告する義務がある。事後報告であっても構わないが、可及的速やかに行うこと。

もし報告を怠った場合、当該の業務に関係して発生したすべてのトラブル、損害その他の問題について、報告を怠ったことが問題の原因であるかどうかに関係なく、当該執行部員が個人として責任を負うものとし、ラガドーン・タバーンは関知しない。

また、名大祭実行委員会の役職担当者も、会長または会長が定めた上位役職担当者に対して、同様の義務を負う。

2.4.2　書面による報告

会長は、必要に応じて、役職員（執行部の内外をとわず）に書面による報告を求めることができる。また、名大祭実行委員会の役職担当者も、会長または会長が定めた上位役職担当者から書面による報告を求められた場合、それに応じなくてはならない。

会長は、自分の在任期間におけるすべての報告書（またはその写し）を保管し、会員から要求された場合、すみやかに公開すること。

2.5 代理と補佐の任命

2.5.1 代理

役職員（執行部の内外をとわず）および名大祭実行委員会の役職担当者は、（都合により一時的にラガドーン・タバーンの活動に参加できないことが予想される場合など）必要に応じて自らの代理者を指名することができる。代理を務める者は、ラガドーン・タバーンの会員でなくてはならず、指名には会長の承認（名大祭実行委員会の役職担当者の場合は委員長の承認）、本人の同意、執行部員への周知を必要とする。代理が指名されている間、役職者としての義務および権限はすべて代理者へと委譲され、もともとの役職者は、規約上、役職をもたない平会員と同じ扱いとなる。

長期にわたって代理が活動を行うことが予想される場合、執行部以外の会員に対しても、すみやかに通知しなくてはならない。

2.5.2 補佐

役職員（執行部の内外をとわず）および名大祭実行委員会の役職担当者は、担当者のみで業務を行うことが困難である場合、業務の一部を他者に委託することができる。この規約において、業務を委託された者を「補佐」と称する。補佐の任命には本人の同意が必要である。補佐を任命する担当者は、補佐に委託する業務の内容を厳密に定めなくてはならない。また、補佐が業務に支障をきたさないように、必要に応じて、業務を委託したことを他の会員に周知しなくてはならない。

なお、「代理」とは異なり、補佐は指名者が持つ義務や権限を委譲されることはない。業務に責任を負うのはあくまで役職者であり、補佐が行うのは単にその補助である。

３　会長

　会長は以下の業務を遂行する。

· 他の役職担当者の監督および報告書等の管理

· 公式活動における司会進行

· 対外交渉における代表

· レターケースの内容確認

· 規約に定められていない業務が発生した場合、担当者の決定

· その他、規約に定められた業務

3.1 会長の罷免（リコール）

　ラガドーン・タバーンの会員は、現会長がその任にふさわしくないと考えたとき、会長の不信任案を発議することができる。不信任案が提出されたとき、執行部はすみやかにそれを会員に告知したうえで、会員総会を開催する。この総会に参加できない会員は、書面をもって出席および議決権の行使・立候補の宣言にかえることができる。

　総会において、出席者全員の投票による会長の不信任案を採決し、出席者の三分の二以上の賛成が得られた場合、会長は罷免される。その後、その場で後任の立候補者を募り、立候補者が複数いた場合は対決投票にて一人に絞ったのち、残った候補者に対して再度信任投票を行う。この信任投票では、出席者の三分の一の賛成をもって信任されるものとする。以上の方法で新会長が決定できなかった場合、前会長を除く執行部の協議により新会長を指名し、本人の同意をもって会長の就任を決定する。

　なお、上の手続きにより会長が交代した場合、新会長はすみやかに会議を開催し、規約に定める罷免・任免の手続きによって新執行部を組織すること。

４　総務

　　総務は以下の業務を遂行する。

· 共用倉庫の鍵の所在を把握（13条も参照）

· 定例集会における各卓のGMを募集および人数の調整

· 会員名簿の作成および管理

· 合宿の準備および運営

4.1 名簿の作成および更新

　総務は、ラガドーン・タバーン会員名簿を管理し、会員から記載事項の変更が伝えられた場合および会員の入れ代わりがあった場合はすみやかに更新しなくてはならない。

　各期の初めごとに、総務は、会員名簿に記載されている会員、および当該期から会員となる意思を持つ者に対し名簿の記載事項および会員たる意思を確認する。このとき会員たる意志が確認されなかった者は会員名簿から削除される（14.2も参照）。

なお、期の途中に新入会員があった場合も、同様の確認を行うこと。

5 会計

会計は以下の業務を遂行する。

· 年会費の徴収

· ラガドーン・タバーン部費の出納管理

· 合宿における予算管理

· 名大祭における予算管理、および予算折衝への出席

· 文化系サークル連盟援助金の申請、予算折衝への出席、援助金の受け取り

· 公式活動に含まれるコンパ・飲み会などの幹事

· 会計報告の作成

年会費について

会計は、卓に参加している会員から、原則として年度の始めに年会費を徴収する。ただし、前期、後期の卓の一方のみに参加する者についても、やはり年会費として同額を徴収する。年会費の額は１０００円とする。

　5.2　出納管理について

　会計は、部費および出納簿を管理する。また、部費とは別枠として、合宿における予算、名大祭における予算も管理する。部費は年会費および援助金、合宿費用は参加者からの集金、名大祭の費用は名大祭本部実行委員会の定める予算によって賄う。

　ラガドーン・タバーンとしての支出は、前もって会計の許可を得た後で会員が行い、原則として領収書と引き換えに清算を行う。会員が立て替えることが不可能な場合は、会計が直接同行して支払いを行う。

　合宿費用については、前もって必要な金額を見積もって集金を行い、合宿後に必要に応じて余剰金の返還または追加集金を行う。

６　若年寄（旧・イデオロギー長官）

　若年寄は、具体的な業務を持たない。ただし、以下のような重大な役割を負う。執行部は、新たな若年寄を任命する際、この役割を充分に果たせる人物を選ぶこと。

6.1　会長への助言

　若年寄は、ラガドーン・タバーンの活動におけるさまざまな先例、前年度までの活動で蓄積されたノウハウ等を可能なかぎり保持し、助言によって会長の経験不足を補う。なお、若年寄に許されるのはあくまでも助言のみであり、すべての決定権は会長にある。

　6.2　他の会員との折衝

　若年寄は、執行部と一般会員の関係に配慮し、これを円滑にするよう努力する。執行部からの指示や連絡が他の会員に徹底されていない場合、また逆に、他の会員の意思が執行部にうまく伝わっていない場合、若年寄が積極的に動いてこれを解決すること。

　前項と同じく、この遂行に際しても、若年寄は特別な権限を持っているわけではない。

７　編集長

　編集長は以下の業務を行う。

· サークル誌「ENCOUNTER」の発行

· 「週刊ラガドーン」の発行

· その他、新人勧誘用のビラなど、公式活動に必要な印刷業務

· 印刷のための資源の管理

　7.1 定期刊行物

　編集長は、週に一度の定例集会で配布する「週刊ラガドーン」と、地獄の細道において配布する「ENCOUNTER　新入生歓迎号」、４月末ごろに配布する「自己紹介号」、名大祭で配布する「名大祭号」、１１月ごろに配布する「秋祭号」を作成する。

「週刊ラガドーン」は、ラガドーン・タバーンの活動に必要な連絡事項を会員に周知するためのものである。編集長が各卓をまわって配布し、GMを通じて、卓のメンバー全員に読んでもらうよう配慮すること。（14.3を参照）

　ENCOUNTERは、会員の協力のもとで製本し、必要に応じて外部にも配布する。

7.2  印刷資源

　コピーカード、印刷用紙などの印刷用の物品の管理は編集長の管轄である（ただし、購入に際しては、5.2に基づき会計の承認が必要である）。これらの物品は、ラガドーン・タバーンの活動以外に使用させてはならない。

８　書記

　書記は以下の業務を行う。

· 執行部が行う会議、および会長が必要と認めた場面における議事録の作成、管理。

９　文化サークル連盟委員

文化サークル連盟委員は以下の業務を行う。

· 文化系サークル連盟の会議への出席、または委任状の準備

· その他、文化系サークル連盟との連絡担当

１０　新勧担当

　新勧担当は以下の業務を行う。

· 全学新入生歓迎会との連絡、必要書類の提出

· 新入生勧誘の指揮

· 勧誘ビラの作成および掲示

１１　Web担当

　Web担当は以下の業務を行う。

　・ラガドーン・タバーン公式Webページの更新および管理。

１２　部屋取り

　部屋取りは、必要に応じて、執行部の協議、前任者による推薦などによって選任される。任命には会長の承認と本人の同意が必要である。

部屋取りは以下の業務を行う。

　・学生会館の規約などに従い、活動場所を確保

１３ 倉庫管理者

　会員のうち、共同倉庫の鍵を管理している者を「倉庫管理者」と呼称する（倉庫管理者が鍵を持つのではなく、鍵を持っている者を「倉庫管理者」と規約上呼ぶのである）。

　倉庫管理者は、通常の役職とは違い、会員規約に定められた任免の手続きによるのではなく、鍵の受け渡しが行われることによって自動的に任命・罷免される。

　総務が鍵の所在を把握するため、鍵の受け渡しによって新たに倉庫管理者となった者は、「自分が鍵を所持していること」および「その鍵の出所」を確実に総務に伝える。また、年度をまたいで鍵を管理する場合、年度の初めに、その年度における総務に、自発的に「自分が鍵を管理していること」を申告しなくてはならない。鍵の紛失、その他様々な事情による所在の変更があった場合も、同様に必ず総務に連絡すること。

　また、倉庫管理者は、ラガドーン・タバーンの活動上の必要に応じて、倉庫からの物品の出し入れに協力しなくてはならない。

１４　会員の義務

　14.1　会費の支払い(5.1を参照)

　　会員は、会計の求めに応じ、定められた年会費を支払わなくてはならない。

　14.2 会員たる意思の表明

各期の初めごとに、総務が会員名簿を更新するための確認を行う（４条を参照）。このとき、定例集会を欠席したなどの理由で確認を受けられなかった者は、自発的に総務に連絡をし、当該期において会員たる意思を持つことを伝えなくてはならない。

　これを怠った場合、会員名簿から削除され、規約上、会員として扱われなくなる。

　14.3　連絡事項の伝達に関する協力

　会員は、執行部や役職担当者からの連絡を速やかに受け取れるよう、以下の点に注意すること。

· ラガドーン・タバーン公式ウェブサイトを頻繁にチェックする

· 週刊ラガドーンに必ず目を通す

· メールアドレスを名簿に乗せている場合、なるべく頻繁にメールチェックを行う

　特に各卓のGMは、卓のメンバーが週刊ラガドーンに必ず目を通すよう配慮すること。

　14.4　活動上の要請に応える努力義務（２条も参照）

　会員は、1.3に定められた公式活動を円滑に行うために、役職担当者からなんらかの要請を正式に受けた場合、その要請に可能な限り応えるよう努力しなくてはならない。

